
虹の家・日中サービス虹の星・ケアセンターやすらぎ 

                                                       

 

議 事 録 
 

(会議名：地域連携推進会議) 

日 時 令和 7年 9月 25日(木) 10：00 ～ 11：00 場所 談話室 

出席者 

虹の家施設長、虹の家ご利用者、虹の家保護者会 会長 

相模原市南高齢・障害者相談課 1名、麻溝地区民児委員協議会 1名 

相模原市社会福祉協議会 1名、障害者支援施設 理事長、大下自治会会長、虹の家係長 2名 

虹の家相談員 2名 

議 題 

１：出席者紹介 ２：相模福祉村虹の家の上半期の報告 

３：非常災害時の取り組みと地域との連携 ４：地域情報の共有 ５：質疑応答 

６：施設見学 

〇議題を進める前に、地域連携推進会議を開催するにあたっての趣旨・目的について説明する。 

【出席者紹介】出席者の方一人ひとり自己紹介した後、ご挨拶を頂く。 

虹の家施設長、虹の家ご利用者 1名、虹の家保護者会 会長 相模原市南高齢・障害者相談課 1名 

麻溝地区民生委員児童委員協議会 1名、障害者支援施設 理事長、相模原市社会福祉協議会 1名、 

虹の家支援課係長 2名、虹の家相談員 2名 

 

【相模福祉村 虹の家の上半期の報告】 

・ご利用者の状況として現在入所者女性 30名、男性 30名、計 60名入所されている。虹の家は 

 今年で 34年目を迎え開所当初より利用されている方も多くいる中で、男性の平均年齢 51,2歳 

 女性の平均年齢 53.5歳で、男性の最高齢は 73歳、女性の最高年齢 84歳と年齢が高い傾向にある。 

 主たる障害としては知的障害である。 

・地域交流として、週 3回麻溝地区の安全パトロール、週 2回大下地区周辺清掃活動を実施して 

 いる。また他にも月 1～2回の道保川清掃、麻溝公園の花植え、麻溝公民館祭りへの参加、 

 社会福祉協議会主催の高齢者買い物支援など行っている。今後も積極的に交流を図りたいと思う 

・感染症について、今年 7月下旬にコロナ感染が発生し、8月上旬には終息しているが、 

 集団生活であり 2人部屋という特性もあり 1名感染者が発生すると連鎖しやすい環境である。 

感染発生時はすぐに感染対応を実施し拡大防止に努める。また日頃より感染症を想定した訓練も 

 実施している。感染時は状況により市役所や保健所とも連携を取っている。 

・事故について転倒等、事故が発生した際は原因分析、対策を行い再発防止に取り組んでいる。事故 

 の内容についてはご家族へ説明と改善策を伝えるのは勿論の事、担当ケースワーカーや行政にも 

 報告している。また事故防止の委員会の開催、定期的な職員の勉強会等を実施し知識、技術から 

 も事故防止に取り組んでいる 
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【非常災害時の取り組みと地域との連携】 

災害の取り組みとして虹の家では「自衛消防隊」を発足し災害時は消防隊、救護等に分かれ 

対応する仕組みとなっている。地域の方の頼りとなれるよう 3食 3日分の食料を備蓄して 

いる。今迄、防災訓練は施設として実施してきましたが今後は地域の方にも防災訓練に参加 

いただき防災の取り組み内容を知っていただく機会をと思っている。近日、10月 16日に防災訓練 

を予定している為、ぜひ参加いただきたいと思っている。 

これまで、何かあった際は虹の家に来ていただき力になれたらと思っていましたが虹の家は坂 

の上にあり、もし、川が増水した際、虹の家に行く事さえできない状況であることを自治会長より 

お話をいただき、驚きました。もう少し、この地域の地形などもっと広い視野で確認し地域の 

お力になれるような取り組みを考え直していきます。 

 

【地域情報の共有】 

（社会福祉協議会）社会福祉協議会として個別支援、情報の解決などを行っている。虹の家には 

        買い物支援で協力いただいている。11月末に子供が楽しめる福祉のイベント 

        を企画中です 

（障害者支援施設 理事長）私どもの施設では日中活動として働く事を中心とした支援を実施してい 

           る。お仕事を通じ近隣と関わらせて頂いており、就職にもつながる事がある。 

           災害時などは地域の方に助けて頂く事が多くなるので日頃からご近所付き 

           合いを大切にしていきたいと考えている 

（民児委員協議会）日頃、地域の高齢者等の関りが多いが、地区、団体として繋がって 

         いきたい 

（虹の家ご利用者）いつも皆とテレビを見たり、にぎやかに過ごしています 
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（保護者会会長）だいぶ保護者会の参加者も年齢を重ね、虹の家に足を運ぶ機会も減りつつある。 

        しかし、イベントなど通じ交流が持てたらと思っている。また保護者会を維持する 

        ことを大切にしたいと思います 

 

【質疑応答】 

（相模原市社会福祉協議会）虹の家の相談支援としてどこまでどんな相談にのってくれますか？ 

   ⇒主に虹の家のサービス希望の方の相談、サービスの計画書作成、連絡いただく相談 

    内容によっては情報提供等、内容に応じたサポートをしている 

 

（障害者支援施設 理事長）地域移行についてどうお考えですか？ 

   ⇒少しずつご利用者へ聞き取り確認、意向確認を行っている所です。またグループ 

    ホームはどんな場所なのかなど、様々な体験、経験の機会を増やし選択肢が広がる 

    ような支援もしていきたい 

 

（施設長）同法人、たんぽぽの家の施設の建て替えと同時に虹の家も建て替えていく予定で 

     したが物価高騰のあおりを受け、中止となり改修工事になる予定です。規模も 

     小規模になる可能性があります。また具体的に決まり次第報告させていただきます 

 

【施設見学】 

虹の家、施設内を見学。権利擁護の観点からみて頂く 

 

 


